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2018-19年度

日時／平成30年7月4日(水)12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

7月4日　第１回

会長挨拶 会　長　篠田日出海
　　　　　　　　本日は、2018-2019年度の第1回例会です。

今日から高松南ロ一クリークラブ会長を仰せ
つかりました篠田でございます。よろしくお願
いします。2007年7月に入会してロータリー歴
11年の浅学菲才の私が、創立62年の伝統ある当
クラブの第62代会長を担うことになり、甚だ不

安があるところでございます。皆様のご協力を仰いで当クラブ
の発展に寄与したいと思っております。

11年前、ロータリークラブとは如何なる物か解らずに、事前
に勉強もせず、薦められるままに入会しました。例会の初めに
歌を歌ったり、鐘を鳴らしたり、手に手を繋いだり、気恥ずか
しいような又宗教団体か？と思ったり、場違いに入会したので
はないか等の不安もありました。そのうち例会出席を重ねる毎
に、客話・卓話を聴いたり、会員の方々とのお付き合いをした
りして、私にとって、ロータリーとは、「自分を鍛える場」だ
と決めて、毎回の例会を楽しく、待ち遠しく迎えています。
ロータリー活動とは、自分を鍛え、楽しく、そして奉仕活動に
参加して社会に貢献することだと思っております。

クラブ運営方針につきましては、後ほど発表させていただき
ますが、この一年間、多田幹事や各委員会の皆さんに支えられ
て、当クラブの発展に寄与したいと決意していますので、皆様
のご指導・ご協力をお願い致します。

　　　　　　　　篠田会長のテーマ「奉仕活動に積極的参加
を！」を中心に高松南RC会員が楽しく奉仕活
動に参加できるように明るく元気に運営してい
きます。

会員皆様の協力をよろしくお願いします。1
年間精一杯努めさせていただきます。

国際奉仕委員会　堀委員長
短期交換留学生(25名とリーダー)のウエルカムパーティが7
月6日にルポール讃岐で開催されます。7月6日から10日まで
多田幹事がホストファミリーとして男子学生をあずかります。
7月10日(日)つり同好会のメンバーとつりを楽しみ、夜18:30
分クラブ主催のウエルカムパーテイを開催します。

職業奉仕委員会　木田委員長
7月24日高松養護学校夏期集中研修会運営協力品贈呈式が行
われます。

花束贈呈 新役員紹介
岡林前会長、髙島前幹事に感謝の意を込めて花束を贈りました。

二 コ 二 コ 箱

篠田会長「これからの1年間、浅学菲才（せんがくひさい）の会長で
すが、皆さんのお支えをお願いします。」

多田幹事「１年間幹事がんばります。みなさん助けて下さい。」
越智会員「何とか歩ける様になりました。リハビリに専念しています。」
森（恒）会員「誕生祝、有難うございました」
前田会員「米山委員長をおおせつかりました、前田です。篠田会長に

は、さっそく特別寄付を多額にしていただきました。みな
さまも寄付をよろしくお願いします。」

髙島副会長「前年度はありがとうございました。今年度も会長エレク
ト（クラブ奉仕委員長）としてがんばります。」

豊田PDG「７月誕生祝い、ありがとう」
SOBHANII会員「篠田会長、多田幹事おめでとうございます。本日7月4日は

アメリカ合衆国独立記念日です。先日、東京のアメリカ大使館
で、ハガティー大使と一緒にお祝いしました。おかげ様で。」

藤田会員「知事賞受賞を祝う会では県知事市長はじめ、多くの方にご
出席頂きました。発起人を務めてくださった吉田先生、佃
先生ありがとうございました。石川さん、宮脇さんお世話
になりました。弊社フェアリーテイルは21年目をスター
トしました。ロータリー歴も、この7月から16年目を迎え
ました。これからも、よろしくお願いします。」

秋山会員「皆様、1年間出席のほど宜しくお願いします。」　
石川会員「お先に失礼致します」
合田会員「誕生日お祝い頂き、誠に有難うございます」
中村（厳）会員「お先に失礼します。すみません、初回から。」

計￥35,500　合計￥35,500

会員掲示板

●ビジター
平峯さま（高松RC）、平井さま（高
松北RC）、池上さま（高松西RC）

ロータリーソング
「国歌」「四季のうた」「バースデーソング」
ソングリーダー　中村（耕）会員

2018-19年度

日時／平成30年7月11日(水)12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

7月11日　第2回

会長挨拶 会　長　篠田日出海

　　　　　　　　先週末の大雨災害、被災者の皆様にお見舞い
申し上げます。当クラブメンバーの中に、被害
に遭われた方がおられるかどうか、まだ把握し
ていませんが、被災の後片付けや復興に尽力さ

幹事挨拶 幹　事　多田耕三

委員会報告
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インスピレーションになろう
RI会長：バリー・ラシン　会長：篠田日出海　幹事：多田耕三
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れている皆様に、衷心からご慰労申し上げます。この大雨の影
響で、士日に行われる予定の“高松トライアスロン”の中止や、
RI2670地区米山奨学委員会の会議、および地区内のロータ
リーアクトクラブ提唱クラブの地区会議も中止になりました。
この災害について、発生確率のお話しをしようと思ったのです
が、本日の例会は盛りだくさんですので、後日お話しさせてい
ただきます。

今日の例会では、第3回クラブ協議会が行われ、五大奉仕委
員会の本年度活動計画発表がなされます。よろしくご理解の程
をお願いします。この後、今日から1名の仲間が増える入会式
を行います。また、今期香川第I分区工藤ガバナー補佐が、来
会されておられます。後ほどご挨拶をいただきたく存じます。
今日はタイトな例会スケジュールですが、充実した例会になる
ことを願ってご挨拶と致します。
クラブ訪問挨拶 第一区分ガバナー補佐　工藤達夫
クラブの年度初めの各委員会の計画発表の大事な時に訪問し

すみません。桑原ガバナーより、補佐は、 各クラブを4回は訪
問するように言われていますので、挨拶というより顔見せにま
いりました。今日は、ガバナーの地区運営方針を少しだけ、説
明させて下さい。今期のRI会長の方針が「インスピレーショ
ンになろう」です。それをガバナーは日本語で解釈し、 「共に
考え、共に行動しよう」とされました。その方針には、各クラ
ブの年度の事業でも、全員が参加されているか疑問であると言
われています。ガバナーの所属クラブでも、一部の方が計画を
し、 実践されていたようで、ガバナーを拝命され、ガバナー事
務所を立ち上げてから、クラブが一体化された。それは、ガバ
ナーに恥をかかされないとの思いから、クラブが一体となり、
初めて全員参加で頑張っているとのことです。各クラブも、そ
れぞれの計画の実行に全員の参加をと思い、運営方針を「共に
考え、 共に行動しよう」にされたようです。

　　　　　　　クラブ奉仕委員会	 委員長　髙島秀樹
クラブ奉仕委員会とは、高松南ロータリー・

クラブ定款、第6条五大奉仕部門の1に、「奉仕
の第一部門であるクラブ奉仕は、本クラブの機
能を充実させるために、クラブ内で会員が取る
べき行動に関わるものである」と記載されてい

ます。クラブ奉仕委員会はロータリー五大奉仕の中でクラブ方
針・方向性・運営の根幹を司る重要な奉仕部門であり、組織の
中でのリーダーシップを取る委員会でなければなりません。ク
ラブ委員長としての立ち位置（役割）を理解し、推進して行き
ます。委員会の組織は、「出席・親睦活動・プログラム・会報
広報・会員増強・会員選考」の六小委員会で形成されており、
委員長とのコミュニケーションを密にして活動強化を図り、今
年度の会長方針「奉仕活動に積極的参加を！」を常に心掛け、
魅力ある高松南ロータリークラブを創設して行きます。活動計
画（目標）を遂行するためには、各小委員会委員長だけの取り
組みでは無く、定例理事・役員会での審議を行い、全会員の意
識高揚に向けた委員会活動にすることが重要であります。また
戦略計画委員会（研修リーダー）と共有することで、ロータリ
アンの育成にも繋げたいと思います。
1.出席委員会は前年度に引き続いて、出席率80.0％以上を目標

とします。
2.会員増強・職業分類委員会では、新たな取り組みとして委員

長17名を6グループに分け、新会員獲得目標を設定します。
目標：64名以上（純増2名）

3.会員選考・ロータリー情報委員会は、新会員の入会前と入会

後のオリエンテーションの実施
4.プログラム委員会は、「ロータリー月間」のテーマに合った

客話・卓話の実施
5.親睦活動委員会は、出席率向上に繋げる企画
6.会報・広報・雑誌委員会は会報の発行、ホームページの充実

に取り組みます。
　　　　　　　職業奉仕委員会	 委員長　木田一彦

そもそも職業は社会的需要、その国の政治状
況、伝統や文化、個人の独創的発想、 偶然の要
素等によって発生したり消滅したりしますが、
ロータリーの方が従事する職業はもちろん社会
的に認知された職業です。

職業奉仕は、会員がその職業の技術的水準や経済力を高める
だけではなく、各々の事業や専門職務の道徳的水準を高めるこ
とも目的であり、また、各人の職業を通じてお互いに理解し合
い、協力し合うことも目的であり、これらの諸活動の従事によ
り各会員が、職業活動を通して社会に貢献することが、ロータ
リーにおける職業奉仕活動の原点です。

本年度は職業奉仕の原点に立ち返りこの指標に向って、事業
を計画致します。
　　　　　　　社会奉仕・環境保全委員会	 委員長　林幸稔

本委員会は、社会奉仕活動を通じて、ロータ
リアンが奉仕の意義や実践方法を学び、個々人
がそれぞれに奉仕活動を実践し、よりよい社会
をつくる先達になることを目的としています。
特に、環境保全活動をひとつの軸とします。こ

れまでの活動計画の継続を実施し、地域において、ロータリー
の社会的信用を高めることに寄与する活動をしたいと思いま
す。そのためにも、会員へ活動の意義の周知と理解を広めたい
と思います。身近な地域の新たな最新のニーズを積極的に掘り
起し、それに役立つ活動を付加出来ればと思います。

具体的な活動計画としては、
1高松市主催の環境美化活動に香川大学ローターアクトクラブ

と共に参加。
2香川県立高松養護学校の支援継続。
3本日お越しの工藤ガバナー補佐所属の高松中央RC主管の水

資源保護活動の実践。詳細については宮本副委員長よりご案
内させていただきます。

4秋山委員長からの引継ぎ事項として、スペシャルオリンピッ
クスと連携した活動に取り組みたいと思います。
以上です。よろしくお願いします。

　　　　　　　国際奉仕委員会	 委員長　堀祥二
1.米国New Jersey州と当地区の間で行われて 
　いる青少年短期交換学生受け入れクラブとなり、 
　Kevin Wallace君(15歳)とDcrek Dougherty 
　君(15歳)を受け入れました。7月6日(金)～10日 
　(火)の間、多田耕三幹事ご一家にホストファ

ミリーとしてお世話いただきました。7月8日(日)には田中理
会員の船で釣りに行き、鯛3匹などの釣果があり、その日の
夕方には南クラブ歓迎会を開催し、留学生、ホストファミ
リー、会員15名で親睦を深めました。

2.青少年短期交換プログラムで派遣学生が訪問する障碍者自立
支援施設であるCamp Merry Heartに、南クラブ有志から寄
付金を募り、28,000円をガバナー事務所経由で同施設に寄贈
してもらいます。

3.篠田会長とソバハニ会員が地区委員を務める、地区国際ファ
ンド委員会が推進する世界寺子屋運動（書き損じはがきキャ

五大奉仕委員長 活動計画発表
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ンペーン）に参加する予定です。

ロータリー財団委員会
1.2年連続委員長として、会員皆様の自発的な寄付をお願いし

ます。
2.ロータリー財団月間に卓話、客話を企画します。
米山奨学委員会
1.普通寄付に関しては、クラブから例年並みの金額をお願いし

ます。
2.特別寄付に関しては、2670地区第1位の座を維持するように

会員皆様に声掛けします。
3.米山月間に米山奨学生に客話をお願いする予定です。
注）青少年・ローターアクト委員会は次号に掲載いたします。

・地区大会10月26日～28日　新居浜
・米山記念奨学会　2018年度上半期普通寄付を7月中にお願

いします。（前田委員長まで）
・早明浦ダム上流下草刈りの参加依頼

2018年9月30日(日)実施

二 コ 二 コ 箱

工藤さま　第1分区ガバナー補佐
岡（隆）会員「木村征司をどうぞよろしく、よろしくお願い致します!!」
岩井会員「田村SAA委員長より座る席が違いますよ、との指摘あ

り、又髙島元幹事にも、その席が似合わないとの指摘あ
り。宜しくお願いします。」

木田会員「職業奉仕委員会、1年間の活動に御協力お願いいたします。」
詫間会員「戦略計画委員会、1年間よろしくお願いします。」
越智会員「誕生祝頂きました。81才です。」
木村会員「入会させて頂き、ありがとうございます。これからもよろ

しくお願い致します。」
田中（理）会員「先日、交換留学生を連れて釣に行って来ました。大

漁とは言えませんでしたが、皆さん喜んでいただけて良
かったです。隆夫さん、大物が釣れてよかったですね。」

石川会員「お先に失礼致します。」
計￥27,000　合計￥62,500

会員掲示板

●ビジター
工藤ガバナー補佐（高松中央RC）

●メイクアップ
森（恒）会員、詫間会員

ロータリーソング
「我等の生業」
ソングリーダー
堀会員

2018-19年度

日時／平成30年7月18日(水)12:30〜
場所／JRホテルクレメント高松

7月18日　第３回

会長挨拶 会　長　篠田日出海
　　　　　　　　猛烈な暑さの毎日です。皆さん、体調に支障

ありませんか。先々週末は、猛烈な雨で、岡
山、広島、愛媛で甚大な降雨災害をもたらし、
未だ猛暑の中、後片付けが遅遅として進まない
との報道があります。この大雨に関しては、
ニュースで「50年に一度の大雨」とかのアナウ

ンスを、耳にされた方も居られると思います。この「50年に一
度…」云々は、我々土木界の専門用語では、「50年確率降水量

（雨量）○○㎜」と言います。 「確率降水量」、これは“再現期
間”50年に1回起こる確率の降水量と言う事です。この確率計算
は、過去のデータを基に統計確率計算するものです。河川堤防
の設計では、河川の規模によって10年～200年確率降水量で発
生する洪水量を基準に堤防の高さなどを設計しています。年々

降水量のデータを蓄積して確率計算しますので、この○○年確
率降水量も変わってきます。同じ確率年の降水量が、今までよ
り大きい降水量になると思います。この自然界を相手にする発
生確率は、サイコロを転がして出る“目（数字）”の確率とは根
本的に違うと言う事をご理解いただいて、不確定な自然を相手
にした社会基盤（インフラ）整備にご理解をいただけたらと思
います。まだまだ、後2ヶ月間、暑さに負けないように、各自
健康管理をしましょう。

地区大会（新居浜）
2018年10月26日(金)大会前日

記念ゴルフ大会，RI会長代理歓迎晩餐会
2018年10月27日(土)大会1日目

本会議（公式行事・基調講演）13：00～17：00
懇親会18：30～20：30

2018年10月28日(日)大会2日目
本会議（公式行事・記念講演）9：00～13：30

地区大会仮登録申し込み締め切り日　7月25日
FAX 087－874－5303（鷲谷宛），メール　kt@artoffice.co.jp（多田宛）

「平成30年7月豪雨」罹災におけるお見舞い
7月24日　夏季研修会　高松養護学校

13：00～13：15　高松養護学校にて（12：30）集合

○米山委員会　米山功労賞受賞　篠田会長（2回目）
○社会奉仕委員会　早明浦ダム下草刈りに多数ご参加下さい。
新会員卓話 新地良洋
　　　　　　　　皆さん、こんにちは。この度は卓話の機会を

頂きまして有難うございます。先月より会員と
なりました新地良洋と申します。

昭和53年6月22日生で40歳になります。亀岡
小・紫雲中・高松西高・東海大学を卒業しムラ
カミグループへ就職いたしました。趣味はマラ

ソンとトライアスロンでまさに7月・8月はトライアスロンの
レースシーズン真っただ中でございます。

弊社は、公共民間問わず解体工事を主たる業種とし、私自身
は営業部員として従事しております。全国的に空き家問題が深
刻化しておりますが、規模の大小問わず対応いたしますのでお
気軽にご相談ください。また、近年法律は厳しくなっておりま
す土壌汚染対策工事・アスベスト工事・ダイオキシン除染工事
等環境対策工事にも新規事業として注力しております。

至らぬ点も多々あると思いますが何卒よろしく申し上げます。

二 コ 二 コ 箱

前田会員「本日、豊田さん、詫間さん、米山寄付を多額していただき
まして、ありがとうございました。また先週は、多田幹事
も米山寄付ありがとうございました。ほかの会員の皆様に
おかれましても、米山寄付をよろしくお願いします。」

新地会員「ご清聴ありがとうございました。」
篠田会長「結婚記念祝いのお花、ありがとうございます。結婚42周

年になります。」
田村会員「結婚祝いありがとうございました。8年目になりました。

まだまだ仲良く頑張ります！」
木田会員「お先に失礼します。」

計￥10,000　合計￥72,500

会員掲示板

●ビジター
渡部さま（高松RC）

ロータリーソング　「奉仕の理想」
ソングリーダー　中村（厳）会員

幹事報告

新会員入会紹介 木村征司（きむらせいじ）会員

幹事報告

委員会報告
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2018年8月例会予定　会員増強･新クラブ結成推進月間
No. 日 時間 場所 例会プログラムおよびその他 地区・分区・その他

5 1 12:30
〜13:30 JRホテルクレメント高松 新会員卓話	 木村征司会員

6 8 12:30
〜13:30 JRホテルクレメント高松 客話「バハマ国の紹介」

高松一高教師　Jannelle	Wilson女史

15 休会（定款第6条による）

7 22 12:30
〜13:30 JRホテルクレメント高松 卓話「短期交換プログラムの報告」	 多田会員 定例理事・役員会

8 29 18:30
〜20:30 Another-Style 夏期家族親睦例会

2018年9月例会予定　基本的教育と識字率向上月間、ロータリーの友月間
No. 日 時間 場所 例会プログラムおよびその他 地区・分区・その他

9 ５ 12:30
〜13:30 JRホテルクレメント高松 卓話「ロータリーの友を読む」

会報・広報・雑誌委員会　詫間委員長

8月の誕生者
〜おめでとうございます〜

岡林　正文（2日）、中村　巌友（5日）、松木　リカ（9日）、
篠田日出海（17日）、西野　信也（31日）

６月出席率

例会日 正会員 出席免除 免除出席 出席数 欠席数 補填数 補正出席数 出席率

₆月累計 243 56 18 135 59 11 140 71.18 ％

高松南ロータリークラブ  Monthly Report　　発行日／月１回　　発行／高松南ロータリークラブ
編　集／会報・広報・雑誌 委員会　田中弘之　詫間行芳　増尾茂之　多田耕三　髙島秀樹
事務所／〒 769-0102　高松市国分寺町国分 2755　鷲谷直子方　TEL・FAX 087-874-5303

人は、過去・現在・未
来に生きる。20世紀最大
の思想家であったハイデ

ガーの「未来が過去を決定し、現在を生成する」「過去
が今を決めるのではなく、未来というものを置くことに
よって、過去が意味づけされ、今が決まる」という考え
方を、コンビニの経営において実践しているのがセブン
－イレブンだと思います。例えば、今どんなに売れてい
る商品であっても、満足のいくレベルに達していなけれ
ば、「売れれば売れるほど、セブン－イレブンの商品は
この程度のレベルかと失望される」と、その商品を店頭
から即刻撤去させ、ゼロからのつくり直しを指示する。
これも「過去が今を決めるのではなく、未来というもの
を置くことによって、過去が意味づけされ、今が決ま
る」という考え方からです。また、未来に目を向けると

きには、既存の常識や過去の経験というフィルターを一
切通さないで「見る」ため、われわれ凡人には見えない
ものが見えるのだろう。この「未来に起点を置く」とい
う発想は、過去や現在の延長線上でものごとを考える
人々からはなかなか理解されず、おにぎりの発売も、セ
ブン銀行設立も難航した、と側聞します。未来が今を決
める発想は並大抵ではない。

その並大抵でないことを容易ならしめるよう未来を少
しでも見据える「ひきだし」を持てるロータリアンであ
りたい。会長が提言する「ロータリー活動の全てが 『奉
仕活動』 であり、この奉仕活動により世界や社会の安寧
に、また人々の幸せに貢献していると思っています」。
この奉仕活動を未来への活動へと結実させる月報であり
たい。 （編集子）

編集後記


